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族条冬了ま一C・｝こ要した1ヨ変父α）系勺2f藷F（i“あ一つた。　H［1’ら，　」晒具員　　　　　　1まブこ，　1殺珊琴列・1｛こX条泉をll員身寸しナニ蓮易≦？に二｛1三じ・ブこぢき｝」’塁匙斜㌃

射の蚕が9月19日に上族を終了したのに対し，7日回，　　　螢のFuをとり飼育した結yLa・は，三澱エ7～10にノFした如く

s，ooor区では10月15日，9i三I　Fi，4，000r区では10月27日　　　m　ll」卵にX線をllζ1射した時とlv，i・j様に・蚕の発育に火小を

にlr．’窒汲�I了するような蚕も生じた。一般に催肖・7剛m｛　　｛lllじ経過が遅延した。さらに・現在Fl諭飼1育中炉ご馳L；）るが

ユ吏び8日に1（7）X昂泉具琶身1卜隻星ρま，　．⊥二芳契責嚢岳柱員刀カミ吊勺1011｛11’1，ll「勾クト　　　　F3に二S’SL・レごも1二司摘ミ（D岳II昇匙をテ〒≒し一CV・るo　こα）護｝、i討埼ミカ，ら，



！IVT　Vill・1工l　I　li・享莞i［！予：1樺i！i・り［・】｝こX”・1’－9『るX宗崇員載身遍1・力呈螢（Z）多膏育’な：らuc｝こ［継fの’i’i者）1多管£｝こ．込｛：ほ1－3－ll鴇莞響に1奨：IX・・る｛i）1：3宅　　63

この形質は迂t伝すK⊃ことがわかつた。』また，繭質につい　　　る。

レぐ誹」ベゾこ系吉昇ミは，　X昂泉照｛身1卜区のτ摘は，　烈疇只て｛身寸区．の愁両に玉七　　　　（1）　イ崔青壇国に玄寸するX線貝配身寸と異常爾の出現

し一舟粟に二1綱1亜：，　繭ノ習．霞・が1隆V・f頃II’llカ㍉1忍めら・E°uたo　　　　　　　　　　f羅・｝！f垣i・1｝こ対・してC’X昂泉を照《射した」易・合一〇）累』蟹は，　ボカ

　　皿　催青卵に対するX線照射が繭の形質に　　　　　　繭，提形・JL形・、小形等の繭，工曳は殆んど繭形をなさな

　　　　　　及附影響　　　　1醗纂聯1灘講鰍’1！鵬講
　　侮蛙‘r！’りP｝こX吊泉t，　1！K身‘1・した」易・合｝こ，　i卓嚇吐）Jl多，　1麺ll糸li｛圭1．1．［，　－tz　　　　　聾！・工1牙写4”s－・6｝こ；tr（り1f列をテ云しノ：（，

リシン，フィブ1＝イン等に対’して種々なる影縛を及1ぼす　　　　第4：表によオ1虚1ご明らかなように，発育1’【’1の1］｛i／r・にX線

．ことが明らかにZ’只つた。以下これらのことについて述べ　　　を照射すればlllil形σ）異常な繭がS’y　l．［．1した。

第4衷催r！1卵に対一1］『るX線照射と異常繭のll．ll現

i’iJt　　　　　　馬灸　　　　　　［茎：

∫浜　　　　」！（！　　　　身ii’　　　　【茎二

儲・・目 ^1：

催背8i・咽
oll　9：9：：

儲… o翻1

’iV，i，1　1査…　宗怒

穎　　数

568

219

91

199

107

271

162

顯

llil，1‘　’｝旨　Il阿

歩　　rli・

　　0

37，44

60．44

27．64

35，51

2，58

3，09

タ6

7ド　　　ソノ　　1春面　　JjA　　r『　（％）

メL形

　　0

23．29

31．87

14．57

13．08

1．85

2．47

1‘薗　　　　　　　　　冷島

i長　形　　　計　　　i’lil　l・Sl　l　4・t寺数

　　0

11．8ア

8．79

12．56

9，35

L11

　　0

　　0

34．16

40，66

27．13

22．43

2，％

2，47

0．11

0．18

0，17

0．17

0．14

0．16

0．13

100

164

154

154

135

150

122

研｛｝碍皆：i李1麺甜1｝電置甦：レ・よ玄、1・10罵1∫1ζ」’句o

第5表　　穂贔i　ヲE多　a）　’占囁　・fヤ　」二　層薗　il多　番　・∫弓・

試　　験　　区

　　実興　　！！（ミ　　身寸　　1茎

催青・・目 o翻；

催肯・叩 o翻；

催青…

調　査

顧　数

105

135

68

147

98

314

77

穎

火　　　　　形

割　合　i繭形番号

38．10

2．22

1．4ア

1．36

3。06

29．93

15．58

％

丸　　　　　形

割　合

　　番　　　　％
56　　　12，36

57　　　38．58

67　　　32．35

72　　　11．56

54　　　16．32

55　　　15．28

59　　　15．58

痢19J「多テ番・陽・

61

76

79

76

75

63

65

長　　　　　形

割　合　i繭形番号

番　　　　％
18．10

3．70

1．47

6．80

14．28

27．70

53

51

53

49

47

51

38．％　　　48

希

．小　　　　　形

割　・合　i繭形番号

31，48

55，55

64。70

79．59

66．32

27．　07

29．87

％
56

61

62

57

58

55

55

番

　　その割合についてみると，催青7剛ヨ及び8日同照射　　　　異常1摘は繭綿の状態が肉IIIev，］にも明らか1こli．1三常のもの

区に多く，しかも線量の強い5，000r照射区に多いf頃向が　　　と異り均・一一でなく，光沢強く，針状を量して一集まる部分

’itel　bc）ら才した0　79カ1審薗の1．卜11．圭見互担もタ箕‘｝｝㌃葺i…の｝hヨ歩直三皐とt・まPX”i‘cil　　　　　o．）atξ）K－・のカニ鶴i見寡ξさオ七ゾこo　（望∫：1ジ奪13参具｛｛）o　’f三tこ，　1華面荊i｝穏：量

イ浪a．）に貞げ弓を’貢したo　しカ・し．－C，　；li’力画靖Fよメ「L兀多ltこ’多く1－Li，ζ，　　　　　》をr’Jt，］べた糸吉｝湛，　典爬艮賦身寸並こi』ヒ駈ii交し一（　！Kt身寸1碁二（り抽珂藩市カミ賢頁濯亭｝こ

傾向を認めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多いことがわかつた。　（第4表参照）。
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　次に，各試験区の繭について蘭長，繭幅を測り，方li艮　　　闇有の繭形を示すものと労えて盤支えない。しかるに，

紙一［：．のx軸に繭長を，ツilil11に繭幅をとり，無照射区の夫　　　催1￥71一日一i及び8「l　l－1のX練照射iヌ1の繭は・般に繭形番

央の平均値により4分し，大形，丸形，長形，小形と　　　号が大なる値を示し，牙寺にメL形，ノト形においてその割合

し，各比率を算出した。また，柳沢陛b（1941）の研究　　　が極めて人なることより，この111卿lo）催ll∫りliにX線を照

による繭形番号を4分した各区に対し適用しゾこ：。その結　　　射した場合，その蚕によつて作られ耗繍1臣iは極めて丸い形

果を第5表に示すc、　　　　　　　　　　　　　　　　　の繭の多いことがうかがわれる。

　発育1†1の胚子にx線を照射した場合にできる繭は大形　　　　第5表の繭形番号によつても，催『liナ71：1目及　・o：　811’［1’1

爾が少く7小形の繭が顕著に多く，丸形蘭も催1塵f7ill臼　　　照射区の繭1訓1亟めて1不斉であることがうかがわれるが，

照射区は将に多い傾尚を示した。しかして，催青9日目　　　次に各照射区の繭について，繭掻及び齢1幅のそれぞれの

照射区は無照射区と殆んど【，1：i様オ只傾向を示すが，無照射　　　平均lil〔及びその標準偏藻（δ）を；1ヒめ，δが岡程度のも

区に比べ長形の繭が穂々多く認められた。　　　　　　　　　のならば平均値mが大きい程代爽値として価値は大とみ

　次に繭形番号から繭の形についてみれば，無照射区の　　　て，関係散布度（V％）をff／lil　1．．liした。その結果は，第6

薦は大形，丸形，長形，小形の何れの繭でも，その品種　　　表に示したとおりである。

第6表関　係　散　布　度

試　　　験　　　区

無　　照　　射　　区

儲7・同 o1濫

催脊・・閏
o1：：：：；

催青…咽 o翻；

1輌　　　　　　　提

m　l δ

　　cm
3．203　　　　　　0，15

2，660　　　　　　0，33

2．536　　　　　　0．32

2．843

2．887

3．231

3．202

0．27

0．33

0．22

0，22

V％

4．56

12，32

12。61

9．39

11．33

6。72

6，94

繭　　　　　　　　　　1111［且1

皿　1 δ

　　CIU
1．805　　　　　　　0．12

1．809　　　　　　0，21

1．739　　　　　　　0．27

L663　　　　　0．15

1。668

1．788

1．741

0．21

0，14

0，19

V％

6，45

11，86

15．45

8．83

12．61

7．83

1Q。68

　第6表により関係散布度は繭炎，繭幅ともにX線照射　　片とし，セリシン及びフィプロイソの状態を観察した。

区は無照射区に比較して何れも大なる僚を示し，特に線　　　その結果は第1図に示したとおりであり，また，繭綿，

童の強い5000rの方が4000rよりも大なる値を示す傾向　　　繭糸の直径比は第7表に示したとおりであつた⑪

が誌められ，繭形は極めて不斉であることがうかがわれ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第7表繭綿及び繭糸の直径上ヒ

以上述べた如く，発育中の胚子に対するX線の照射は　　　　　試　　験　　区

営繭に関与する種々なる器官，例えば吐糸に関係する筋　　　　tt－……1内’　　　　．

考えられる。しかし，発育中の胚子に対’してX線がどの

器官にどのような障害を与えるかについての機構につい

肉課綿・対・て綱鞭及・・す・・であ・・　灘旧認1。。，陵

繭　　　綿

3，093

1，649

繭　　　糸

3，958

2，402

ては更に研究の余地がある。　　　　　　　　　　　　　第7表及び第1図によれば明らかなように，無照射区

（2）催青卵に対するX線照射が繭綿及び繭糸のセリシン　　　の繭綿，繭糸ともに糸形が漏平で丸味を帯びセリシソ量

　及びブイブロイン形成に及ぽす影響　　　　　　　　　　　も標準と認められるのに対し，X線照射区の繭綿は糸形

　催青9日目の蚕卵に5，000rのX線を照身寸してできた異　　　が陣めて肥大し，金体的に楕円形を呈し，セリシン量随

常繭の繭綿及び1｛”lll層200回繰糸後の繭糸をセロイヂソ切　　　めて多く，フィプロイソの形が一定していないことが認
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められる・窯た・1　11糸にv・いても1・：ri］様であり・糸1【多醐i　剛・のことから，締・1，iの胚了・に綱囑x襯｛射は，

著に肥大し，－ta・Vシソ量多く・フ・ブ叫ソは三翔陛　営繭｝こ関’け樋・劇器・i洞ダ轍趾糸に1縣する筋

・・し角の多いことが観察さavた・tllJ』ら，鰍1身手区とX線　肉，・1幌系，・E－　a）側二縫，購¢・糖に肌【鞘・御乏ぼ

照射区との間においてはセリシン量及びフィブμインの　　　すものと解釈される。

形に極めて顕著な霊異が認められた。　　　　　　　　　　4．催1［f卵にX線呑ご照射してできた繭の繭綿及び繭糸

　　般に糸形を決定するのF：．t　，（tTA状糸　剛1渡とSilk－press　は，烈（1射のそれに1・ヒベ，・1・・！）シン・・轍びフィヅ。イン

の形とが影響することが明らかにされており，特にSilk一　　の形に極めて纐臨鰍に滞当毒がみられた。1・111ち，　X射照射区

pressの形の影響の方が大とされている。これらのこと　　　の繭綿，繭糸と1もに1，’形力｝葬しく肥大し，セリシソ．ll：多

力”ら発育巾の胚子に対するX線の照射による繭綿，繭糸　　　く，フtブμインは繭綿では11多が・…一窺せず，繭糸におい

の糸形の異常は・恐らくSilk－－pressに附茄している開　　　ては黒角形を景し角が多い。

閉伽）繍i作J，1，1が「鴨に行われなV・ためど験ら21・，X　　財1・1・・ことか・，fMiii・・jJlljに対・〕一るX線朔！｛1身構，

線照射により，それらの部分が障i｝：を受けたもoγぐは欺　　　Silk－・pressにll付着している開閉筋の讃1節1乍川に対して

かろうかとyiえられる・　　　　　　　　　　　　　　　　障’kを与えるものでウ・）ろうと増え．られ，るζ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．　線il：（ノ）強さと阿己害o）程度との関1系は，…般に線量

　　　　　　　　　摘　　　　　要　　　　　　　　　　　 の撫しノiが大なる景ラIl　llを及ばす傾1’ii］　fJ認められた。

　催青卵（発『育中の1胚≡了・）にX線（4000r，5000r）を照

ntL，それ瀬の錦繭、）11彫購蜘1、、ゴな彬糖　　　　文　献
及ぼすかを明らかにする研究を行い，次の結果を得た。　　　　S・FuKuDA：Jour。　FacuL　Sci，　Tokyo　Imp　Univ，

　L　発育中の胚子にX線（5，000r）を照射した場合，　　　　　　　　　Sec．　N，6，447－・532（1952）

その嫡が羽化したときに，麹がだ全に1畏開できない短い　　　　福田宗…・：fl－Ll然亘ll究　2（6，7），20～23（1948）

翅の成虫が多1二Llした。しかして，その出現韓はll｝1ダの後　　　　　　　　：科単　22（1），10～15（1952）

期にX線を照射した場合が大となる1頃同が認められた。　　　　’．　一一一：内分泌　1，1～7（1952）

　2・催1！ナ卵（催1」『71二i囹，8日日およびgl．llDに対　　　小林勝利：III蚕美ll庭25（5），341～343（1956）

するX線（4，　OOOr，5，000r）の照射は，購化歩合が劣　　　　噛賀久雄：蚕試報　11（4），489～493（1943）

り・3令期を境にして蛋の発予fが：欝しく不斉となり，経　　　　Y．TAzlMA＆K，　ONIMARu：Annu．　Rep，　Natio．

過は1縣しく遅れ、た0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1hstitu．　Genet．（Japan）（8），　71～73，　73

　また，X線照射区の蚕は蚕休の大きさも火小樋々で，　　　　　　　　　～74，　（1957．）

幼虫休の小さい蚕（腰小蚕）は小さい熟蚕となり，小形　　　　Y．TAzlMA：Annu．　Rep．　Natio．　lhstitu．　Genet．

の隅をつくり，それなりの小さい蜥及び成虫となった。　　　　　　　　　74～75（1957）

小さい蜥には幼虫の頭部を有するものがあつた。　　　　　　田島弥太郎：1…1蚤東ll荘講演集　（6）31－・35（1958）

　催青卵に対するX線照射によつて生じた腰小璽の状態　　　　　　　　：女部省放射線総合￥1乏（15）114－・1］．5（1959）

は，アラタ体を摘出した場合に生ずる早熱蚕と類似して　　　　rA暮楓太・r，1，i島　誠：日螢雑　25（3），238～（1956）

いた。虫質は虚弱で繭質も劣る傾向が認められた。　　　　　　　　　　・　　　　；臼木アイソトープ会議報　（15），

　以上のことから，発育中の胚子に対するX線の照射は　　　　　　　　　473～480（1958）

内分泌器官，翅の原基，神経系その他に対して生理的li｝；：　　　木暮楓太：文ト1階放射線総含幸1乏⑯，113～114，115

謹：を及ぼすものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－116（1959）

　3．　催青卵にX綜を照射した場含にできる繭，正常な　　　　中、1訪　誠：　　　　　一　　一　㈲，116～117（1959）

繭形を呈するものが極めて少く，殆んど繭形をなさない　　　広部達道：　　　　　　　　　（15），115（1959）

もの，小形，丸形，扁平等種々様々の異常繭が多出し　　　伊藤智夫・田中元三：Fl蚕雑　28（4），220～226（19S9）

た。丸形を出する繭にはボカ繭が多か．つた。　　　　　　　　　蒲生俊興　他3名：アイソトープ研総覧　（1），524～

　繭緬｝殿は，無1照圷r区の繭に比し，1照射区ρ）繭は顕著に　　　　　　　　　　527（1956）

多かつた。　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　蒲IF一俊興・西ILI久Jtili：信大繊研服　（6），37－・41（1956）



66　　　　　　　　　　　　　　　　　　儒州大学繊維学部研究報告　賀苔9号　　　　’

竹田　寛：文部省放射線総合報　㈲，117～118（1959）　　occurreuce　of　such　abnormal　m〔．）ths　g．　eeins　te　inci・ease

　　　　　　　‘’・田中一行・浅野弘三：rl掻雑　28（3），186　　　when　the　eggs　a1°e　radiated　in　the　mldar　emblyollic

　　　　　　　　　　（1959）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　stage．（Photo、14）．

　　　　　　　　　・　　　　　・堀．込宗古：応動毘学会講演翼ミ　　　　　2，　The　radiation（4．0001甲，5．000r）to　the　7th・．・・9th

　　　　　　　　　　（3），　1　（1959）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　day　eggs　fl’ol皿incubation　brou窟ht　bad　hatchingr　and

　柳沢延房：寮学雑　　13（2），105～134（1941）　　　　　　　　　quite　ir1’egulai’growth　of　larvae　after　the　3rd

　荻原清治：絹糸の構造　20～45（1957）　　　　　　　　　inster．　Majority　of　the　lal’vae　built　very　sma11

　青沼　茂他3名：製糸技術（5），59・｝65（1958）　　　　　　cocoons　which　contained　sometimes　the　small　1）UPtlCt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cl・owned　with　tlle　larval　head　exuvae，　Some　of

　　　　　　　　　　　　　　写真説明　　　　　dw。，f　1、，vae　p，。duced　by　X．．1・。y，、di。ti。。　w，，e

1．　無照射区の蚤（5・令6日ドD　　　　　　　　　　　　　similar　tQ　the　prec（】cious　Iarvae　resulted　by　the

2，　催青7日固，5，000r照射区の蚕。　（無照射区．と同時　　　removal　of　the　corpora　alla亡a・AU　the　larvae　were

　　　期なるも発育不斉）。　　　　　　　　　　　　　　　　very　feeble．　The　qua！ity　of　the　coCOOII　fiber　was

3，　催青8i：l　E1，4，000i・照射区．の滋：尋。（ドd」つ。　　　　　　　　worse　tllen　the　normal　one・（PhotQ・1「』・3）・

4，　無照射区．の繭。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Froln　above　results　X－ray　rξしdiation　t（，　t／he　em・

5．ll．購7EI　FI，5，000・照身枢の繭。　　　　　　bl’y・nic　stag．　es　is　c。1・sidered　t・affect　physi・i。S・ically

6．　1崔青8日閏，4，000r！K｛射区二の獅1。　　　　　　　　　　　　　neurosecretory　Qrga11・wing　anlage・nerv⑪us　system

7．　無照射区の次代蚕（1958）。　　　　　　　　　　　　　　and　SO　OII・

8，催青8日同，5，000r照射区の次代董（1958）。　　　　　　3・Mfic　ny　kinds　of　abnormal　c（｝coons　wel’e　pro－

9．　無照射区の次代蚕（1959）。　　　　　　　　　　　　　　duced　by　the　radiation（PhQto・4－6）The　silk　layer

10．催背卵71三1目，3，000r照射区の次代寮（1959）。　　　　of：’ound　shaped　cocoon　was　generally　Ioosened．・

11．催青卵にX線を照射してできた，小形，丸形及びJtt／1｝　　Tlle　quantity　of　silk　wadding　was　greater　in　the

　　　平繭の一例。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　cocoons　got　by　the　radiation　than　in　the　nbrnlnc　1

12．同上繭からの輔。　　　　　　　　　　　　　　　　　ones・

　　A・一無照射区の蜥（9）A’…無照射区の蜥（δ）　　　　　These　facts　show　that　X－1’ay　radiation　to　the

　　B，C，D…穿真11のB，C，Dよりの小さい蜥，，　　　　　developing　embryo　will　dawage　the　functions　Qf

　　E，F…写輿11のE，Fよりでた形態異常蠣の一例Q　　　　variQus　organs　related　tQ　cocoon　formation　such　as

　　G，H，工…写．真11のG，H，1よりでた幼虫の頭部を有　　　the　muscles　and　the　nervous　system・

　　　する異常蠣の一例。　　　　　　　　　　　　　　　4．Tlle　fibers　of　cocoon　and　its　wadding　are

13．繭綿　A・一・無照射。　　　　　　　　　　　　　　　　　remarkably　thick　containing　much　sel’icin，　the

　　　　　　　　　B……催青卵にX綜を照射した繭の繭綿。　　　　shape　of　fibi’oin　in　cross　section　of　a　fiber　takes

14．成虫　A……無照射区の成虫。　　　　　　　　　　　ununiform　in　the　silk　wadding　while　triangular　in

　　　　　　　　　B・…・・催青卵にX線を照射した場・禽に生ずる　　　the　cocoon・（Plate・　1）・

　　　　　　　　　　翅の異常な成虫。　　　　　　　　　　　　　　The　radiation　of　X－－ray　to　the　embryonic　stag．　es

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　is　assumed　to　control　the　action　of　silk　presding

　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary　　　　　　　　　　　　　　Inuscles．

Th・・fter　eff・・t・・f　X－1・・y・（4．000・，5，000，）。p。n　5・lt　i・・e・。9・izabl・th・t　5・000…gim・is　m°「e

th・1・・val　d・v・1。pm・nt・・d　the　c・c…，d。，i。g・the　i・juri・u・than　4・000「°ne・

embryonic　stages　were　studied，　the　results　obtaind　　　　（Laboratory　of　Silkworrn　Anatomy　and　Physio・

are　shown　in　the　followings．　　　　　　　　　　　　　　　logy・Faculty　of　Textile　and　Sericulture・Shinshu・

1．The　radi・ti・n（5．000，）ca。、ed。1。t。f　d，f。，m，d　U・iversity）

adults　whose　wings　expanded　incompletely，　The　　　　　　　wwm　　trmf’ttttt「「『’』．t”t”一一’　　　　””’tH’tttt　　國一’－a－ww－一’一［ttt
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　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　C

　　　　　　　　　　　　　　　　　，F

　　　　　　　　　　　薪易

B　　　　　　　　　　　　　　　　　D

　第1図　催青卵にX練を取1射した場合における繭綿及び繭糸の横断而

A・・一無照身；1区の孫11｝綿　　　　　　　C……繭ノ輯200圓繰糸後の繭糸（典t喰照射区）

B……X線5，000r照身寸区の繭綿　　　D……1司上（X線5．000r照1射区）


